
GPW奨学⽣生報告書   ２０１８年度後期  

  
   平素より⼤大変お世話になっております。NPO法⼈人アクションの⼭山本です。  
   ２０１８年度は９⼈人の奨学⽣生に対して⽀支援を⾏行い、２０１９年４⽉月に奨学⽣生たちは全員無
事に２０１８年度の修学課程を修了しました。奨学⽣生のうち 3 ⼈人が⽇日本の⾼高等教育にあた
る中等教育後期課程を修了、卒業し、４名が⽇日本の中等教育にあたる中等教育前期課程を修
了し、来年からは中等教育後期課程へ進学することができました。残りの２名もそれぞれの
学年を無事修了し、進級することができました。  
   早速ですが、それぞれのこども達の様⼦子を下記のとおりご報告させていただきます。  
  
①Balanquit,  Reymon  P.（  １０年⽣生）  
   １０年⽣生になったレイモンは、前期と同様に、⾮非常に良い態度で学校の授業に臨めている
とのことです。本年度の１年間を⼀一度の⽋欠席もなく通学しました。これは⾮非常に評価のでき
ることだと思います。真⾯面⽬目に学校に通った成果は、テストの結果や成績に表れ、前期・後
期ともに⾮非常に優秀な成績を残すことができました。特に、３学期の成績ではクラスで６番
⽬目に良い成績を取ることができたとのことです。  
   学校外での活動では、内気で恥ずかしがり屋の性格のため、⾃自分の意⾒見を積極的に発⾔言す
ることができなかったり、進んでリーダーシップを取っていくことができなかったり等の課
題は引き続きありますが、こども達への⾯面倒⾒見が良く、優しいお兄さんとして⻘青空教室では
頑張っています。  
   また、レイモンの家族からの話によると、家庭ではよく家の仕事のお⼿手伝いをし、甥っ⼦子
の⾯面倒もよく⾒見てくれているとのことです。甥っ⼦子の⾯面倒をみないといけないために⻘青空教
室を⽋欠席してしまうこともありますが、家族の⼀一員としてしっかりと役割を果たしてくれて
いるとのことです。  
  
  
②Bautista,  QM  D.（１０年⽣生）  
   いつも明るく元気なキューエムは、⾮非常に積極的な態度で⾊色々な物事に取り組むことがで
きています。学校でのバレーボール⼤大会や教会でのアクティビティ、⻘青空教室等、様々な活
動に意欲的に参加ができています。⾮非常に責任感が強く、「来る」と⾔言ったら絶対に来る、
来ることができない時は事前にその旨を伝える等のしっかりとした⾏行動もとれています。約
束を守ることもできており、集合時間にもいつも遅れずに到着し、時間厳守の⾏行動をとるこ
とができています。  



   学校の成績でも、１年間安定した成績を収め、すべての教科の年間平均が８０点以上の良
い成績で本学年の学業を修了することができました。英語は苦⼿手科⽬目と本⼈人は⾔言っています
が、苦⼿手なりにも８０点以上の成績を残すことができていることは、苦⼿手なものからも逃げ
ずにしっかりと取り組むことができている結果だと思います。  
   ⻘青空教室では、年⻑⾧長であるプレシャス、ジョルナリン、カルロータの３⼈人に頼り過ぎてし
まうという課題はありますが、参加者を引っ張っていく⼒力は徐々にではありますが、培うこ
とができています。また周りを盛り上げ、参加者が楽しみながら参加できるような雰囲気を
作るようにいつも⼼心掛けてくれています。  
   週末には、朝早くから家計を助けるためにマーケットで働いており、家族想いの⾮非常に優
しい⼦子として育っています。キューエムの⻑⾧長所をこのまま伸ばし、成⻑⾧長してくれればと期待
しています。  
  
  
③Caranzo,  Cristy  B.（１０年⽣生）  
   クリスティの学校での様⼦子は、⽋欠席や遅刻も少なく、⾮非常に真⾯面⽬目な態度で学校に通うこ
とができています。学期ごとの試験でも⾮非常に⾼高い点数を取ることができており、今年度も
⾮非常に優秀な成績を残すことができました。特に、国語（フィリピン語）、科学、社会（歴
史）は、年間平均成績が９０点以上の成績を収めることができました。  
   クリスティは内気な性格をしており、⾃自信をもって⾏行動を起こすということに関しては課
題がありますが、責任感が強く、与えられた仕事はしっかりとこなすことができます。また、
⻘青空教室でも積極的にこども達に話しかけ、年少のこども達の視線に⽴立った指導ができてい
ます。クリスティが学校での活動や当会での活動を通して、⾃自分に⾃自信を持つことができる
ようになり、積極的に⾏行動をとることができるようになれば、更なるクリスティの成⻑⾧長につ
ながると期待しております。  
   家庭の状況は、依然として両親が失業中であり、市場の⾷食堂で働くクリスティのお姉さん
の仕事の収⼊入で家計のやりくりをしているとのことです。クリスティ⾃自⾝身も、時々、お姉さ
んが働く市場の⾷食堂のお⼿手伝いをしているそうです。家族のためにお⼿手伝いをして頑張りな
がらも、学校での学業もおろそかにせずに頑張ることができています。クリスティが学業に
打ち込み、引き続き優秀な成績を維持していくことができるように、しっかりとサポートで
きればと思っています。  
  
     
④Domingo,  Precious  Jane  C.（１２年⽣生）  
   １２年⽣生であったプレシャスは、⽇日本の⾼高等教育にあたる中等教育後期課程を無事修了し、



卒業することができました。義務教育最後の中等教育後期課程を修了するまで、プレシャス
は⾮非常に良い態度で学業に取り組めたと評価できます。⽋欠席・遅刻も少なく、苦⼿手な科⽬目が
あったとしても、それを克服するためにコツコツと努⼒力をすることができていました。プレ
シャスの学業に対する真⾯面⽬目な態度とコツコツと努⼒力をして頑張る態度は学校の成績にも
しっかりとつながっており、義務教育最終学年の今年の成績も⾮非常に優秀な成績を残すこと
ができました。ほとんどの成績で９０点以上の好成績を取ることができており、後期の平均
成績は９３点と、前期の平均成績である９０点という⾼高い成績から更に点数をあげることが
できました。  
   責任感の強いプレシャスは、実施されたほとんどすべての⻘青空教室に参加をし、メインの
ストリートエデュケーターとしての役割をしっかりと果たしてくれました。また他の奨学⽣生
にも⾮非常に良い⾒見本を⽰示し、他の奨学⽣生はプレシャスから多くのことを学ぶことができたと
思います。  
   プレシャスは、⾼高校卒業後の進路として⼤大学への進学を希望しています。将来はソーシャ
ルワーカー（社会福祉⼠士）になりたいという夢を抱いており、ソーシャルワーカーになるた
めのコースがある⼤大学へ⼊入学できるように⼿手続きを進めています。４⽉月１６⽇日に⼤大学⼊入学試
験を受けており、５⽉月には⼊入学のためのインタビューが実施されるとのことです。同時に、
⼤大学が⽤用意する奨学⾦金制度にも応募をしており、この奨学⾦金を得ることができれば、授業料
が免除となります。また、⼤大学に通うために必要なお⾦金を⼯工⾯面するために、アルバイトを探
しているとのことです。プレシャスがこれからも⼤大学で勉強を続け、夢であるソーシャルワ
ーカーになることができるように少しでも応援できればと思っています。  
  
  
⑤Labana,  Jornalyn（１２年⽣生）  
   ジョルナリンもプレシャスと同じく、中等教育後期課程を卒業することができました。中
等教育後期課程では、⾮非常に頑張って授業に取り組み、今年度も優秀な成績を残して卒業す
ることができました。また、ジョルナリンはクラスのムードメーカーでもあり、社交的なジ
ョルナリンの良さを学校で⼗十分に発揮することができました。卒業式では、そうした態度が
評価され、「Leadership  award」を学校から授与されました。  
   ⻘青空教室でもプレシャス、カルロータとともに奨学⽣生の年⻑⾧長者として、こども達に対する
アクティビティの指揮と指導をしてくれました。⾮非常に周りに対して気を配ることができる
⼦子であり、⼩小さいこどもが泣き出した時には⼀一番に駆けつけ、⾯面倒をみてくれる存在です。  
   ジョルナリンの⾼高校卒業後の進路は、就職を希望しています。まだ就職先は決まっていま
せんが、⼯工場でのワーカーとしての就職を探しているとのことです。現在はパートタイムで
ベビーシッターの仕事をしたりもしているそうです。ジョルナリンが今後仕事に就き、しっ



かりとした収⼊入を得て、⽣生活ができるように⾒見守っていければと思います。  
  
  
⑥Liquido,  Joven  A.（11 年⽣生）  
   １１年⽣生のジョベンは、本学年も⾮非常に真⾯面⽬目な態度で学問に励むことができました。し
かしながら、頭痛や腹痛等の理由により、時々学校を休んでしまうこともあるとのことです。
ジョベンの住んでいる地域が、オロンガポ市のゴミの集積地にあるため、衛⽣生⾯面の影響も少
なからずあるかもしれません。ジョベンは以前に⼤大きな病気にかかり、⼿手術を受けているの
で、ジョベンの体調にもしっかりと気を配りながら、サポートしていければと思います。  
   現在、ジョベンはおばあちゃんと⼀一緒に暮らしながら、おばあちゃんのサポートにより、
⽣生活しています。年に数回、短期間(２週間ほど)でおばあちゃんがマニラに出稼ぎに⾏行くこ
ともあり、そうしたときは、⾃自分で料理、洗濯、掃除などの家事をし、ひとりで⽣生活をして
いるとのことです。また、今年の 4⽉月には、調理師の国家資格試験にもチャレンジし、⾒見事
合格することができたとのことです。これにより、アシスタントコックとして働くことがで
きるなど、⾃自分⾃自⾝身の可能性を広げることができました。  
   家庭の経済状況など、ジョベンにとっては⼤大変なこともたくさんありますが、そうしたな
かでも、問題に負けずに頑張って学業や⾃自分⾃自⾝身の将来を切り開いていく⾏行動をとり続けて
いくことができています。来年は義務教育最終学年となっています。ジョベンが、最終学年
もしっかりと学業に励むことができるように、できる限りのサポートをしていきたいと思っ
ています。  
  
     
⑦Velasco,  Aris（９年⽣生）  
   9 年⽣生の学業を取り組んでいるアリスは、後期では少し成績を改善することができました
が、まだまだ成績改善に向けて頑張らなければならないとの報告を担当の先⽣生より受けてい
ます。授業を理解するのに⼈人より少し時間がかかってしまうようで、授業についていくこと
が⼤大変とのことです。特に、数学、英語、科学等のメインの授業についていくことに苦労を
しているとのことです。テストの点数が基準値に満たしていない教科もあり、補習を受ける
や課題を提出する等して、進級できるように取り組んだとのことです。しかしながら、学校
⽣生活での態度では良い変化が⾒見られたと学校の先⽣生から報告を受けています。前期では、昼
⾷食の時間に⼀一度⾃自宅に帰り（フィリピンの学校では給⾷食制度がないため）、昼⾷食をとってか
ら再び午後の授業に通うということを⾏行っていましたが、アリスの⾃自宅が少し学校から離れ
たところにある等の理由により、午後の授業は⽋欠席してしまうということもありました。解
決策として、当会スタッフがお弁当を持っていくことを提案したところ、午後の授業を⽋欠席



することがなくなり、1⽇日の授業をしっかりと通して受けることができるようになったとの
ことです。また、クラスメイトとの交流も増え、花壇や学校菜園の整備や階段のペンキ塗り
等、学校のお⼿手伝いもよくしてくれるとのことです。当会の実施する活動にも少しずつ参加
するようになり、内気な性格のため、なかなかアクティビティに参加できていなかった⾃自分
を少しずつ変えようと頑張っています。まだまだ、乗り越えていかなければならない課題は
たくさんありますが、アリスがゆっくりでいいので⼀一歩⼀一歩成⻑⾧長をしていけるように寄り添
っていければと思っています。  
  
  
⑧Chito  Nervasa（１０年⽣生）  
   10 年⽣生のチトは、前期と同様に、後期の成績でも課題を抱えていました。⾚赤点の基準と
なっている７５点以下の成績も複数あったため、補習を受ける等して、進級の対策をしたと
のことです。チトは、授業に臨む態度にも問題を抱えています。朝の最初の授業によく遅刻
する、授業中に居眠りをする、途中で授業を抜ける、宿題を提出しない等の問題があると担
当の先⽣生から報告を受けています。成績の悪い原因が、チトの能⼒力によるもの以上に、チト
の授業に臨む態度によるものが⼤大きな理由となっていると考えられるため、本⼈人や親と話し
合いの機会を設ける等して、チトの学業に向き合う意識と姿勢が改善するようなサポートを
⾏行っています。また、チトが周りの友達から悪い影響を受けており、それが彼の授業に臨む
態度に表れているのではないかということも担当の先⽣生と当会のスタッフの間で話し合わ
れました。⻘青空教室の参加時には、参加したこども達に対してしっかりとアクティビティを
実施、指導ができており、⼩小さいこどもの⾒見本となるような態度を⽰示すこともできているの
で、チトが学校でも良い態度をとることができるような意識を持てるように、しっかりと粘
り強く指導をしながら⽀支えていければと思います。  
  
  
⑨Carlota  B.  Evangelista（１２年⽣生）  
   カルロータも、プレシャス、ジョルナリンと同様に中等教育後期課程の最後の年である１
２年⽣生を無事修了し、⾮非常に優秀な成績で卒業することができました。また、家庭で問題と
なっていた⽗父親との関係も少しずつ改善されており、前よりも⽗父親とオープンに意⾒見が⾔言え
る関係に改善されたとのことです。  
   ⻘青空教室等の当会が実施する活動にも積極的に参加できており、同学年のプレシャス、ジ
ョルナリンとともに、他の奨学⽣生に対して本当に良い⾒見本となってくれています。⻘青空教室
に関しては、⾃自分が積極的に参加するだけでなく、他の奨学⽣生にも積極的に参加するように
促す等、みんなを引っ張ってくれる頼もしい存在です。また、作⽂文でも、与えられたお題に



ついてしっかりとした考えや意⾒見の述べた⾮非常に内容の濃い作⽂文を提出してくれます。学校
やそれ以外の活動のすべてに対してまじめに取り組むことができるカルロータの⻑⾧長所をこ
れからもカルロータ⾃自⾝身が⼤大事にしてくれることを期待しています。  
   卒業後の進路としては、プレシャスと同じく、⼤大学に進学し、ソーシャルワーカーになる
ためのコースで学ぶことを希望しております。そして、⼤大学からの授業料が免除となる奨学
⾦金を受けるための⼿手続きも進めています。カルロータは、⾮非常に真⾯面⽬目で、学業に取り組む
姿勢も⾮非常に優秀です。カルロータが⼤大学に進学し学業を続け、ソーシャルワーカーになる
という夢を叶えることができるように、引き続き少しでも⼒力になれればと考えています。  
  
     
   今年度は、９名の奨学⽣生に対して⽀支援を⾏行い、奨学⽣生全員が、無事それぞれの学年の学業
を修学することができました。勉強⾯面や家庭で問題や課題を抱えている奨学⽣生もいます。そ
うした環境のなかでも、こども達は勉強を続けたい、学校を卒業したいとの思いを強く持っ
て、⽇日々の学業に取り組んでいます。こども達がより良い精神状態と環境のもとで勉強に励
むことができるように、引き続き担当スタッフとともにサポートをしていきたいと考えてい
ます。  
   最後になりましたが、今年度はプレシャス、ジョルナリン、カルロータの３名の奨学⽣生が
義務教育最終学年である中等教育後期課程を修了し、無事に卒業を果たすことができました。
⻑⾧長期に渡ってご⽀支援をいただけたことにより、３⼈人は多くのことを学校で学び、成⻑⾧長し、将
来の可能性を広げることができました。彼⼥女たちの⼈人⽣生にとって、この奨学⾦金制度を受ける
ことができたことは⾮非常に⼤大きなことであったと思います。改めて、感謝の意を述べさせて
いただきます。本当にありがとうございました。残りのこども達も、今年卒業をした３⼈人を
⼿手本とし、より⼀一層学業に励み、中等教育後期課程の卒業を果たすことができるように、引
き続き、担当スタッフとともに尽⼒力していきたいと考えています。今後とも温かい⽬目で⾒見守
っていただければ幸いです。どうぞよろしくお願い申し上げます。  
  

  
報告者：⼭山本  浩平（フィリピン事務所現地調整員）  
                                    ２０１９年 5⽉月 15 ⽇日  
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【奨学⽣生たちの様⼦子】  
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